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I. 研究背景 
パースィ看護理論（以下、パースィ理論）とは、ローズマリー・リゾ・パースィ（Parse）
によって、1981 年に提唱された看護理論である。パースィ理論の読解は難解であるという
評価がある一方、諸外国では活用され、その実践的意義が報告されている。日本では、研
究者が 2005 年に行った「パースィ理論の日本文化における実践的検証」が初めての試みで
あり、パースィ理論に基づく看護実践が、排尿障害を有する 3 名の高齢者の生活の質（QOL）
を向上させ、我が国においても適応可能であることが示唆された。しかし、前研究では、
事例数が少ないことや実践者が研究者自身であったこと、対象者の疾患が限定的であるこ
となどの課題が残された。また、パースィ理論の看護実践方法の中核とされる「真に共に
ある」概念は、明文化された定義が述べられていないため、理論検証に先立ち、概念の示
す看護実践の内容を明確化した上で、パースィ理論の有用性および実践的意義を評価する
必要があることが示唆された。 
 
II. 研究目的 
１．パースィ理論の実践方法の中核をなす概念である「真に共にある」概念の意味を明ら
かにする。 
２．パースィ理論に基づいた「真に共にある」看護実践の有用性を明らかにする。 
３．パースィ理論の実践的意義を検証する。 
 
III. 研究方法 
本研究は、3 ステップを経ている。ステップ 1 では「真に共にある」概念の意味を明らか
にするために概念分析を行った。続いて、ステップ 2 では研究者の看護実践を、ステップ 3
では研究協力者である看護師らの看護実践を、ステップ 1 により明確化された「真に共に
ある」概念により質的記述的に分析し、その有用性を明らかにし、実践的意義を検証した。 
なお、ステップ 1 では、概念の属性や具体的なケースの特徴を解明するために、Walker
＆Avant の方法を用いた。ステップ 2 では、研究者の実践例として年齢や性別、疾患など
の異なる 10 例を対象に「真に共にある」看護を実践し、その看護経過をフィールドノート
に記述した後、プロセスレコードに再現し、看護経過を要約した。要約したデータを「真に
共にある」概念の属性と帰結により分析し、理論の有用性を明らかにした上で、実践的意義
を検証した。ステップ 3 では、パースィ理論教育プログラムの受講が済んだ看護師に研究
協力を依頼した。5 人の研究協力者は 5 例を対象に「真に共にある」看護を実践し、その
看護経過をフィールドノートに記述した後、プロセスレコードに再現し、看護経過を要約し
た。要約したデータを「真に共にある」概念の属性と帰結、先行要件により分析し、理論の
有用性を明らかにした上で、実践的意義を検証した。なお、倫理的配慮として、ステップ 2
および 3 は、首都大学東京研究安全倫理委員会の承認を得て実施した。 
 
IV. 研究結果 
ステップ 1 では、「真に共にある」概念の経験的指標として、①患者や家族が主体である
こと、②患者や家族を理解すること、③患者や家族の生活の質（QOL）の向上を目的とし
ていることが、看護実践上に認められているか否かが重要な指標となり得ることが示唆さ
れた。また、「真に共にある」看護実践方法としては、④静かに身を置くこと、⑤対話的な
話し合いをすること、⑥永く共に居ることが明らかになった。 
 ステップ 2 では、研究者による 10 例の実践例の分析により、前述した経験的指標の具体
的な看護実践方法が示された。特に、「真に共にある」看護師は、患者や家族に①患者や家
族がケアの主体であること、②理解すること、③生活の質（QOL）の向上を目的とするこ
と、⑥永く共にあり続ける存在であることを言語化し、伝えていた。看護者が理解したこ
とを伝える方法として[同調する][ねぎらう][褒める][敬意を表する][同意を示す]ことが有用
であることが示された。また、看護実践の対象が、患者であっても家族であっても、男女
どちらであっても、どの年代であっても、「真に共にある」看護実践は、ケア対象者の選択
する生活の質（QOL）の向上を導く有用な実践方法であることが示唆された。 
 ステップ 3 では、看護師による 5 例の実践例を分析した。その結果、ステップ 2 と同様、
「真に共にある」看護実践は、対象の性別や年齢、疾患や背景、実践者の経験年数の違い
に関わらず、全ての事例において有用であり、同時に、実践者である看護師の意欲や満足
感を高めることが示された。さらに、ステップ 3 では、「真に共にある」概念の具体的な看
護実践方法に加え、実践者の先行要件として、①患者や家族の存在を尊重できること、②
患者や家族の選択を支援できること、③実践的かつ専門的な看護の知識と技術を持ってい
ること、④「真に共にある」ことを生きることの具体的内容が示された。特に、実践的か
つ専門的な看護の知識と技術としては、[対話的な話し合いをする能力][沈黙を守れる能
力][意思や感情・ニードを察知する能力][危機を察知して対応する能力][診断や治療に関す
る知識][看護に関する知識と技術][情報を得て統合するアセスメント能力][心を安定に導く
コミュニケーション能力][患者や家族を理解し尊重する能力]が示唆された。 
 
V. 考察 
パースィ理論における「真に共にある」概念の明確化と 15 例の「真に共にある」看護実
践の分析により、パースィ理論における「真に共にある」概念の示す看護とは、ケア対象
者によって選択された生活の質（QOL）の向上を導くことを目標に、看護学の専門的知識
を有する看護師がケア対象者と共にあり続けることであると示唆された。また、パースィ
理論に基づく看護実践は、ケア対象者の生活の質（QOL）を高める有用な実践方法である
と同時に、実践者に良好な影響をもたらす可能性があり、実践的意義が高く、様々な看護
実践や看護教育の場において応用可能性があることが示唆された。 
 
